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あらまし：日本中距ぬt期に編まれた真言宗小野流の教義書『覚禅紗』は、政治史・外交史・美術史など多分野にわ

たる情報を含む歴史的資料として注目されている。本報告では、『大正新脩大蔵経』図像部所収『覚禅紗』データベー

ス（年号・蕃名・図像）の意義と作成状況について報告する。また、データベース作成の結果明らかになった『覚禅

紗』の歴史的特色について示す。

Sunnary: The Kakuzensho was written for the establis涵 ntperiod in the Japanese Middle Ages. This book wrote 

down the creed of the Ono-ryu school, the historical facts of the political history or history of diplomacy 

or art history. Therefore the Kakuzensho is attracting attention to its historical document. In This paper, 

I report significance and making situation of a database for the Kakuzensho Oiapter of iconography Sects of 

Taisyo Sihshu Daizo-kyo Sutra (the era name, the book title, the iconographic Buddhist image name). And I examine 

historic characteristic of the Kakuzennsho. 
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1. はじめに

1970年以降、日本中世宗教史は、中世国家の実態解

明のために不可欠な分野で、政治史の重要な要素として

認識されるようになった黒田俊雄氏は1)、中世社会で

は天皇が仏教的帝徳観によって権威づけられるなど、宗

教ー特に密教ーが日本中世の国家機構を支えるイデオ

ロギーとしての役割を果たしたことを指摘し、このよう

な宗教的イデオロギーによって成立した日本中世独特

の宗教のありかたを頃諒体制」と名づけた。以降「顕

密体制」の実態解明や批判的継承が進むなかで、日本中

世史の研究では、宗教的教義を記した書物である聖教2

の活用が不可欠になった。特に本報告で扱う『覚禅紗』

が編まれた院政期は、密教の教義の書面化および整理が
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進展する時期であり、その後の中世社会で普及する日本

特有の宗教的秩序が確立する時期3)でもあるため、聖教

を歴史的資料として活用するための環境づくりが求め

られている。

このような研究阪兄の中、 2007年より仏教聖典の一

大叢書である『大正新脩大蔵経』（以下『力磁印）が、「SAT

大正新脩大蔵経テキストデータベース」（以下SAT)とし

てWEB上で公開され、聖教活用の和限牲が高まった丸

しかし、『覚禅紗』は、テキストデータベースの対象外

である『幻船田「図像部」に所収されるため、データ

ベースの対象外となっている。

本報告では、『覚禅紗』の歴史的資料として呪生格を

概観することでデータベース構築の意義と具体的方法



を確認し、データベース構築の過程で明らかになった

『覚禅炒』の特色を示す。

2. 『覚禅紗』の概略とデータベース構築の意義

(1)『覚禅紗』の構成と特色

①著者

『覚禅紗』の著者覚神i(U43 年~1213 年ごろ）の出身

は未詳である。少納国呵闊梨とも称されることから中下

級貴族出身の僧侶と考えられている。真言宗小野流の勧

修寺興然べ祠醐寺勝賢の付法弟子で、 19歳ごろより約

30年間にわたって、後に『覚禅紗』とよばれる聖教の蒐

集・執筆にあたった叱

②『覚禅紗』の構成

1 2世紀後半に成立した『党禅紗』は、「百巻紗」・「浄

土院紗」とも称され、 140巻余りからなる。真言密教の

尊法別百科事典ともいうべき聖教で、刊本としては主に

紺修寺本を底本とする『大蔵経』 136巻や、増上寺本を

底本とする『大H本仏教全書』 144巻などがある。

密教の修法0閉抑濯靭）法）別に成巻されており、その

内容は、本書倶書とも。典拠となる経典名）・勤修記~

施の先砂・支度僅其類の記録）・壇図• 図像(400薬ほ

ど）・行法（儀礼の詳細な次第）・ロ伝・院宣⑯も司などが上

皇や法皇の意をうけて発行する文書）・綸旨償ひか天皇

燻をうけて発行する文書）・御教嶽三位以上の公卿ま

たは将軍の命をうけて発行する文書）・巻数億府をかね

た修法の饂報告書）・丸陸呪ム教駆『広清涼伝lなど

宋代仏教督・罪籐珀在伝』など遼代仏教書）などからな

る。

経典名およびその内容や惨法の実践例、丸陸の仏教書

など、日本と大陸の宗靭的教義に関係する情報だけでな

く、院宣・綸旨・御教書など各修法を実施するにいたっ

た政治的背景に関わる情報、修法に用いる仏・菩薩の図

像など美術史に関係する情報など、『覚禅紗』には日本

および大陸の宗教史・政治史・美術史など多分野にわた

る情報が含まれている。

③写本
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『覚禅紗』は、その重要性ゆえ、真言宗の諸胡浣で書

写が行われており、写本が多い。真言密教の主要胡浣が

集中する近畿周辺の胡浣・諸機関が所蔵する勧修寺本・

醍醐寺本・随凶浣本・東寺観智院本・高野山釈迦匁浣本

のほか、関東や中部地方への真言密教の伝来過程の中で

書写されたと考えられる金沢文庫本・千光寺本・万徳寺

本・真福寺本などがある。

このように多くの写本が存在するが、覚禅自筆本の可

能性があるのは、真福寺本『覚禅紗』「如法尊勝法」の

みで、『覚禅紗』成立期の姿を完全に復元することは難

しく、写柑閉の煕司も多い。また、近年立正佼成会而蔵

古香堂文庫本の「修法表白」巻が調査の結果『覚禅紗』

であったことが明らかになるな控八寺外に伝来する真

言密教関係の尊法別聖教が『覚禅紗』に該当すると判明

する例もある。

『覚禅紗』を歴史資料として利用する場合、『覚禅炒』

の写本間の異同を確認する作業が必須である。このよう

な作業や新出の『覚禅炒』を確認する際にも、写本の奥

書を中心とした年号のデータが重要となる。

(2)『覚禅紗』書写の経緯と院政

密教関係の聖教は、師弟間での教義の授受を記録した

ものや、自派の関係諸胡浣で書写した内容が中心であり、

『覚禅紗』の内容も覚禅の師である輿然及び興然を通じ

た勧修寺諸師の伝対訓修寺浄廿浣•高野山東別所などの

寺院での書写内容が中心である。しかし、この他にも、

壇所（密教の修法を行う壇を設け聖教の保管や閲覧の場

所でもあった）とよばれる場で書写された記録がみられ

る。「六条坊門富小路壇所」・「綾小路壇所」・「鳥羽壇所」・

「新院壇所」やこれに類似する施設として「法住寺内

裏」・「六条内裏」・「六条殿」などがあり、白河院や鳥羽

院が造営した鳥羽殿に存在したと考えられる「鳥羽壇所」

や、「新院頌囲」な日浣御所に設けられたものや、内裏

に設けられたものが確認できる。このような『北禅紗』

書写の経緯には、中世成立期(11 世紀~12 世紀ごろ）の政

治形態である院政との関係が示されているとの指摘が

ある。



中野玄三氏ぱ7)、中世成立期には、宗派が独立して行 上述のような歴史学的考察に先行し、 1960年代に『覚

う修法が存在する一方、強力f.tll完の命令によって各宗派 禅紗』は図像集としての研究がすすめられていた佐和

が合同して修法を行う場合が増加していたことから、 隆研氏1)によると、密教では師弟間の修法などの授受の

「広沢流に対抗し、小野流の高僧が院や天皇に懇請して 際、その修法の本尊を表した白描図が授受された。 11

法住寺殿・ 六条殿・白川殿・ 鳥羽離宮などの壇所にある 世紀には師弟以外のものたちがこれらの白描図を督写

各宗派の秘法を覚禅に閲覧させるよう努めた」とされた。 するようになり、 12世紀にはいると、図像集の編纂が本

また、専制政治を行った院が教義・行法そのものへ介入 格化し、図像集を編纂することが目的化していたことが

しはじめたことを指摘された上川通夫氏0は、壇所の分 指摘されており、その代表例として『覚禅紗』があげら

析を通じて『覚禅紗』ば浣の近臣僧ともいうべき小野流 れている。このような佐和氏の指摘は、『覚禅紗』が師

の高僧勺浣による宝蔵・埴所の開放によって成立した 弟間での密教教義の伝授に加え、院の後ろ盾や情報提供

「真言宗小野流必備のマニュアル」とされている。 のもとに編纂された状況と合致する。

『覚禅紗』に記されている教義が真言宗小野流にとど 『覚禅紗』には図像が 400葉ほど収録されているが、

まらず、真言宗の他派や天台宗、丸臨冴頌姥嬬佐ど多 これらの図像情報には、院の周辺を取り巻く宗靱的な秩

分野にわたるのは、以上のような政治打背景を反映する 序が反映されていると考えられ、図像のデータベース化

ものと考えられ、『覚禅紗』には、当該期の宗教統合の もあわせて行う必要がある。

核であった院の周辺に蓄積された情報が集積されてい

る可能性がある。このような傾向を分析するためには、 3. データベースの概要

覚禅が参照した書名のデータベース化が必要といえる。 以上、『覚禅紗』の概要を確認する中で、年号・書名・

(3)『紐紗』収録の図像の特色 図像のデータベース化の意義について述べt;::.,次に、デ

【資料1】O涛弔データベース（一部）

年号 大蔵
所見 巻数 巻名 頁 段 備考

データ 巻数

119000000 建久年中 4 1 両部大日 390 1 建久

174000!05 元文五庚申年九月五日 4 1 両部大日 392 3 元文5年9月5日

115400XXJ 久寿年中 4 2 仏眼 398 2 久寿

118700300 文治三年三月頃 4 2 仏眼 398 2 文治3年3月

000000000 年月日 4 2 仏眼 398 2 

一月日 4 2 仏眼 398 3 

113600208 保延二年二月八日 4 2 仏眼 398 3 保延2年2月8日

089300926 寛平五年九月二十六日 4 2 仏眼 403 3 寛平5年9月26日

112000XXJ 保安 4 2 仏眼 406 1 保安
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ータベースの具知的作業内容について確認していきた

vヽ゚

(1)データの抽出

データベース化の対象は、古写本⑥樟期）と考えられ

る勧修寺本中心に活字化された『大蔵経』所収の『覚禅

紗』とした年釈年月日）・書名・図像の情報を抽出し、

Excelにて情報を入力した情報件数は18000件ほ

どである。

(2)データの整理・公開方法

現在、これらのデータを索引形式で整理しているが、

索引は、①年号、②書名、③図像の3種類を作成してい

る。

暉号については、年イ遺頁に整理して公開することを

考慮し、年号データ（西暦(4梱月(3桁）日0節の計9桁

の算用数字）・所見・大蔵経巻数・覚禅紗巻数・覚禅紗巻

名・頁•段・備考の 8 項目で整理している【資料 1 】。

紙媒体で公表する際には、年号データの即順で並べ替え

て公表する予定である。

＠嗜名については、所見・大蔵経巻数・覚禅紗巻数・

覚・頁・段・備考の7項目で整理し、所見の漢

字（『大蔵経』は正字て活字化されているが、多様な形式

での公開の可能性をふまえて新字体で入力）の順番で並

べ替える予定である。当初、異なる所見で表記される情

報でも同一書をさす事例があるため、各書の内容を『大

蔵経』・＂言宗全書』などと対比しながら、できうる限

り書名を統一する作業を行っていた。例えiガ所見「緊秘

紗」・「勧修寺法務抄」・「法務御抄」・「勧修寺抄」などは、

すべて寛信の著作「類秘抄」に該当する10)。このため、

所見「衆秘炒」以下3点はすべて「類秘抄」であること

を示す項目をたてていたしかし、このような書名の特

定作業を正確に行うことそのものが、データベースを活

用した調杏・研究に該当すると考えられるため、まずは

上記の7項目のデータを入力することとした)

＠図像については、所見・大蔵径巻数・覚禅紗巻数・

覚·頁•段の6項目で入力を開始したが、写本

間の異同が確認しやすいという特色がある点をふまえ
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て、千光寺本・増上寺本（『大日本仏教全書』所収）の写

本との比危珈できるようデータ入力作業を開始した現

在、 Excelにて文字情報のみを入力しているが、画

像データを組み込む必要性を感じる。具知的な方法につ

いては現在検討中である。

(3)索引形式のデータベースの意味

本研究では、 SATにならう形での『覚隋沙』のフル

テキスト化を試みた。しかし、 OCRによるフルテキス

ト化には、時間的な意味て慨界がある。

現在使用しているソフトは、縦書き•第二水準の新字

体に対応するとされている「読取革命」 VERSI0N15

であるが、『大蔵経』所収『覚禅紗』は正字で記載され、

JISコードに存在しない字体や梵字、割注・返り点など

が記載されているという特質上、正しく変換される精度

が低い。現在、約2099字の2頁分をフルテキスト化す

るために約 90分かかり、若干作業効率が向上してはい

るものの、全 1236頁の『大正蔵』所収『覚禅紗』フル

テキストデータ化及びデータベースを用いての研究に

いたるまでにば堺川がかかる。

一方、索引形式でのデータベース化では、データ抽出

作業の過程そのものが『覚禅紗』の特色の分析につなが

る。ここでは、その一例として、『党禅紗』「七仏薬師」

の例を提示してみたい。

七仏薬師法とは、天台四箇大法の一つで、「東寺流七

仏蘭羅尊星王・鉗鴫子・熾盛光法網隼有、慶勅請

ー事山門・寺門之輩也」 11) とあるように、東寺流つまり

真言宗にも伝来するが、朝廷などの公請IQ.ぷじるのは延

暦寺や園城寺など天台宗の僧侶であるとされる修法で

ある。この巻で抽出した書名は以下の通りである。

①入唐八家：智證大師（円珍潅罪じ・慈覚大師（円イ→御

②天台宗：叡山長宴僧都云•四ヤ帖口決⑥慶口伝）．

妙涸浣法印勤修記

頷踪小野流：鰤之鵠記（饂）

④真言宗広沢流：成如浣云•成就云債勁）・大室伝（性

信）匡房ひ祖moo卿撰•恵什闇梨記（恵什J2))

⑤そ呪也：安養抄・感芯録ほか



【資料2】「七仏薬師」『覚禅紗』 (f大正蔵』図像部4巻59頁）
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考える上での重要な情報といえ、そこには当該期諸宗派

の統合の核となった院の関与を想定することができる

と考える。

以上の情報は、『覚禅紗』の書名を抽出・確認する作

業の中で見いだせたもので、索引形式でのデータベース

の構築の作成や活用が、『覚禅紗』成立の背景の分析に

つながることを示しているといえる。

4. おわりに

『紐銑』データベースの構築の意義と具釦杓方法に

ついて述べt;:..データベースはフルテキスト化及汎到象

のデータ化を視野に入れつつも、当面は紙媒体の索引形

式で整理・公開する予定である。

このような索引形式でのデータベースを侑戎・活用す

ることで、従来明らかにされていなかった『覚禅紗』の

特色を示すことができた。『覚禅紗』は真言密教小野流

他巻に比して①・②の天台系の経典が多く含まれてい

る点が特色であるが、分析の結果、⑤ 「感芯録」の引用

については次のような特色があることが判明しtc..

【資料2】は『覚禅紗』「七仏薬師」の「感応録」引

用部である。この引用部を【資料3】天台宗法漫流静然

著 『行林抄』と比較すると、両本の異なる点は字の異同

のみで、末尾の注記までが同じである。

『覚禅紗』「七仏薬師」の成立は、奥書によると文治

5(1189~ で、『行林抄』の成立ヵ汗二平4(1154消三13)であ

るため、両書の成立はほ田司時期といえる。そして、【資

料2】『覚禅紗』には『行林抄』と明記されていないこ

とから、宗派の異なる著者からなる『行林抄』と『覚禅

紗』の底本が同じである可能性がうかがえる。

『覚禅紗』と『行林抄』のこのよ うな関係は、『覚禅

紗』「薬師」・「尊勝下」などでも確認することができる

ことから、両書の関係の分析は『覚禅紗』成立の背景を
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の尊法別百科事典と評価されている。しかし、『覚隋沙』

の引用経典を具依的に分析していくと、天台宗の聖教と

共通の情報を引用しつつ編纂されていることが判明す

る。『覚禅紗』は小野流の僧侶覚禅の手になるとはいえ、

その内容には小野流にとどまらない宗派をこえた知の

集積の反映であるという実態が具知的にみてとれる。

今後は、 3種類の索引を作成しつつ『覚禅紗』の特色

についての分析を深めたい。また、図像索引の画像デー

タの処理の方法、フルテキストデータの構築とその活用

方法などについて検討していきたい。

付記

本研究は平成 26年度～平成 28年度科学研究費補助金

（基盤研究(C))、研究代表者：森、課題番号： 26370766 

の成果の一部である。
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受が行われ、法脈継承の根拠ともなった（上川通夫
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術』 70号 1969年。

10)川村紺桁「寛信の類秘抄と類衆抄一覚禅抄の引用を

めぐって一」『密靱甜幻 3号 1984年。
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